
視察 (研修)報告書

平成 31年 2月 14日

府中市議会議長 様

会 派 名 公明党

議 員 名 大本 千香子

時日 平成 31年 2月 5日 (火 ) 10:00～12:00

視察 (研修)先 岡山県備前市 備前市役所

視察 (研修)項 目 ICTま ちづくり事業について

者カロ参 大本 千香子・泊J生会

視察 (研修)内容 。町内会長へのタブレッ
。小中学校へのタブレッ

卜配布について

卜配布にういて

感所 行政情報、防災情報等を市民に配信するために新たな手段とし

て、ICTま ちづくり事業 (総事業費約 3,200万円)の実証実験とし

て、関係者 (区長、民生委員、消防団等)へ市のアプリが入つ

たタブレット端末(300台 )を配布された。

配布対象者の大半である区長や民生委員は年齢層が高いため、

現段階では十分な使いこなしができていないようだつた。また

独自開発のアプリでは機能の見直しや追カロに多額の費用を要し

たため、パッケージ製品への移行をおこない新たなアプリとし

てリリースされた。

小中学校へのタブレット配布については平成 27年 1月 に全市一

斉に2,700台 を導入した。導入費用は約 2億 730万円 (1人 当

たり75,944円 )で ソフト開発に 4,068万円とライセンス使用料

力` (2,500台で年間 1,323万 円)で した。

いずれの事業もタブレット端末、ソフトの更新時には多額の費

用が必要となることが想定される。導入にあたつてはまさに費

用対効果を吟味したうえでの検討が必要である。

情報共有や伝達には利点はあるが、ともなう予算や費用を考え

たうえでの慎重な判断が必要となると感じました。
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